
・分析料金：PFOA/PFOS/PFHxS(3成分）で40,000円/検体
・採水等のサンプリングも承ります。別途、ご相談ください
・お客様でサンプリングされる場合は、容器の準備はこちらで致します
・土壌分析、排ガス測定のPFAS分析につきましては、個別にご相談ください
・短鎖分析や多項目のPFAS分析につきましても、個別にご相談ください

PFOS及びPFOAについては2020年に公共用水域及び地下水における要監視
項目に引き上げられ、指針値がPFOS及びPFOAの和として50ng/L以下(暫定)
と定められました。PFHxSについては目標値はありませんが、2021年に要調査
項目に定められました。これらPFOS ・ PFOA 等の管理を強化するための改正
省令が2026年4月1日から施行されます。

有機ふっ素化合物（PFAS）及び関連物質分析のご案内

優れた技術力と、迅速なサービスをご提供いたします

お問い合わせ先 URL http://www.sei-sts.co.jp
E-mail stskb-eigyou@info.sei.co.jp

伊丹分析グループ TEL 072-771-0647 FAX 072-771-2238

分析料金・納期、ご不明な点、ご質問など、お気軽にご相談ください

PFASとは︖
有機ふっ素化合物（ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物の総称）
性質︓・⽔と油の両⽅をはじく ・難分解性で体内に蓄積 ・移動性が⾼く広範囲に拡散

PFAS関連分析装置
LC/MS/MS
アジレントテクノロジー社製 6475型

分析対象 分析方法 納期

環境水
令和2年 環水大水発第2005281号・環水大土発
第2005282号に準拠

7日程度

排水 JIS K 0450-70-10：2011に準拠 7日程度


